
間

生産l乙励み、
豊かな家庭と郷土を築ぇ

新時代にふさわしい技術を身につける。

たえず経営研究lこ励み合理化lとつとめる。

(大洲市民憲章)

昭和 50年 1月

。。

第 227号

11.主 12月1日)

人口 38，474 
男 18，269人女

世帯数 10，463世帯
面積 240，93平方キロメート J!ノ

発行大洲市役所

縄築総務課

20，205人

日
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引
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営
む
乙
と
引
剖
る
市
づ
く
り
の
た
一
明
神
社
境
内
と
奇
一
巾
福
祉
会
館
(
新
一

一

設

等

、

住

み

よ

い

四

月

境

づ

く

り

を

賢

点

一

口

一

め

、

区

戸

長

長

長

支

ム

会

』

に

お

き

ま

し

て

も

新

新

、

レ

υい一谷)に設且需珂吾雪宮寸宍さ{己)れ、↑広富比治掴場明のブ]ラフ
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コ一

一
的
に
取
取
、
り
り
上
げ
、

Lそ

」

の

強

[

カ

カ

な

抗

一

進

事

泌

事

中

包

乙

一

門

午

一

年

の

も

と

意

事

+

百

り

只

、

も

を

つ

て

陪

皆

円

様

方

の

ご

期

待

に

応

一

一

皮

戻

の

の

一

た

め

に

辰

呈

」

大

八

の

努

力

を

Eして
ま
い
よ
一

τり現物
惣
帆
科
特
付
さ
れ
、
二
用
土
突
荒
芸
白
完
珂
震
成
の
予

一
す
え
て
ま
い
り
た
い
と
十
存
存
hじU
ま
す
O

一

一

り

た

い

L

年
b
ま
す
の
で
旧
年
に
も
増
一
定
で
す
。

f

一

な

に

と

ぞ

旧

に

倍

し

ま

し

て

の

ご

支

一

一

し

て

ご

出

現

」

ベ

ん

た

つ

を

賜

わ

り

ま

一

完

成

の

う

え

は

、

子

ど

も

た

ち

の

健

十
一
口
一
倭
ご
協
カ
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
切
に
一
昭
和
五
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
区
長
一
せ
て
大
洲
市
の
限
り
な
き
進
震
を
お
祝
一
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
全
な
遊
び
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し

一
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
一
会
中
世
代
表
レ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
一
い
で
き
ま
す
と
と
は
、
識
に
害
び
に
た
一
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
健
康
と
ど
を
宰

一
終
り
に
臨
み
、
新
し
い
年
が
、
背
様
一
さ
つ
を
申
レ
上
げ
ま
す
。
一
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
を
お
祈
り
し
て
年
一
顕
の
ご
あ
い
さ
つ
と

思
迎
え
ま
し
た
ま
さ
に
盃
い
の
あ
る
大
洲
市
皇
室
げ
て
一
発
、
保
育
行
政
か
ら
お
と
し
よ
り
の
施
一
方
に
と
ら
れ
ま
し
て
、
よ
り
よ
い
空
一
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
一
九
七
五
年
の
、
市
議
に
大
き
な
一
い
た
レ
ま
す
。

激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
レ
十
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
一
四
百
五
る
ま
で
の
行
き
開
い
た
楕
祉
行
一
な
り
ま
す
こ
と
を
糾
念
い
た
し
ま
し
て
一
希
望
あ
ふ
れ
た
新
雪
寿
ぎ
、
あ
わ
一
期
待
を
哲
一
、
住
み
よ
い
監
か
な
竺
活
一

た
が
、
一
方
大
洲
市
は
、
一
あ
り
ま
す
。
一
政
、
施
設
の
近
代
化
と
、
設
備
の
充
実
一

一

一

一

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

と

い

た

し

ま

す

。

立
市
以
来
二
十
年
を
重
ね
一
本
年
は
、
い
わ
ば
そ
の
新
し
い
ス
タ
一
に
よ
る
教
育
の
向
上
、
市
道
の
整
備
を
一

て
、
名
実
と
も
に
成
人
に
一

l
ト
を
切
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
一

連
レ
た
極
め
て
意
義
深
川
ド
一
承
知
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ

年
で
あ
っ
た
わ
け
で
C
ざ
十
っ
て
、
そ
の
影
響
す
る
と
乙
ろ
極
め
て

一

一

大

き

い

も

の

が

あ

り

ま

す

と

き

、

私

は

市

民

の

管

様

聞

け

ま

し

て

お

め

で

と

一

い

ま

す

。

一

う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
当
市
は
、
発
厄
以
来
出
産
方
の
ご
旦
翠
思
を
新
た
に
、
今
後
の
市
政
に
対
処

皆
様
に
は
新
し
い
希
望
と
、
多
く
の
一
解
と
、

C
協
力
の
も
と
、
新
し
い
都
市
一
レ
て
ま
い
り
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考

期
待
を
も
っ
て
、
昭
和
五
十
年
を
迎
え
一
づ
く
り
に
、
市
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
一
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
一
今
日
の
発
展
が
期
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
一
そ
乙
で
本
年
は
、
総
合
的
農
業
生
産

申
し
上
げ
ま
す
。
一
ま
す
が
、
今
後
と
れ
を
基
礎
と
し
、
起
一
基
盤
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
乙
れ

昨
年
は
、
戦
後
三
十
年
を
経
て
わ
が
一
点
と
し
ま
し
て
、
よ
り
豊
か
で
、
し
か
一
を
中
心
に
、
商
工
業
観
光
の
一
体
的
開

支
授
と
協
力
露
で
あ
り
ま
し
て
、
企
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
関
係
wh闘
の

ど

五

さ

れ

ま

す

。

一

一

月

十

E
自
民
人
の
日
で
す
。

か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
一
協
力
と
柑
ま
っ
て
、
最
大
の
成
田
喜
あ
一
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
農
家
等
を
対
一

一

一

一

全

国

各

地

で

二

十

歳

に

な

っ

た

人

々

ま
す
。
一
ァ
る
た
め
努
力
す
る
党
主
円
で
あ
り
ま
す
一
象
に
し
て
、
昭
和
二
十
主
年
以
降
五
年
一

一t

川

一

、

す

↑

を

祝

う

成

人

式

が

感

大

に

倍

さ

れ

ま

す

か
え
り
み
ま
す
れ
ば
、
昨
年
は
市
制
一
昭
和
主
十
年
こ
そ
は
需
の
よ
り
一
ご
と
に
行
わ
れ
わ
カ
国
農
I
M最
も
一
一
一
十
歳
に
な
る
と
、
そ
の
日
か
ら
該

恒
行
二
十
周
年
記
念
式
典
か
挙
行
さ
れ
一
い
っ
そ
う
の
発
展
の
年
と
し
て
、
市
長
一
霊
的
な
統
罰
調
査
と
し
て
弘
の
一
当
さ
れ
る
方
は
、
国
民
主
に
加
入
し

本
市
も
よ
う
や
く
成
人
の
戒
に
達
し
、
一
を
中
心
に
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
一
農
業
発
展
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
一
て
い
た
だ
く
義
務
が
生
-
り
ま
す
。

発
展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
こ
宮
充
実
に
最
大
の
努
力
を
傾
注
し
て
一
ま
し
た
。
一
国
民
年
金
制
度
と
は
、
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府
の
行
う

と
は
、
み
な
さ
ま
の
と
協
力
と
市
行
政
互
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
最
近
、
世
界
的
に
食
糧
不
足
が
さ
け
一
年
金
制
度
の
一
つ
で
、
日
本
に
住
吉
一

一
運
営
の
よ
ろ
し
き
を
脅
露
で
あ
り
十
な
に
き
自
の
ご
指
導
と
と
べ
ん
三
ば
れ
て
い
る
中
で
、
国
民
食
糧
の
安
定
一
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
国
民
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な
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と
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多
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に
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一
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
一

昭
和
五
十
年
の
年
一
販
に
あ
た
り
、
大
五
議
会
書
と
市
政
の
震
を
期
し
て
一
般
の
整
備
、
観
光
、
土
木
行
政
及
ひ
ヵ
一
セ
ン
サ
ス
グ
は
じ
ま
一
応
す
る
で
足
立
を
需
し
て
い
く
三
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
れ

洲
市
議
会
を
代
表
し
て
、
つ
つ
レ
ん
で
す
議
背
中
努
力
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
一
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
公
共
下
一
る
一
匹
、
農
業
の
j
u
の
ま
ま
の
姿
を
と
ら
を
脱
退
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
。
国
民

新
年
の
ご
あ
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さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
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で
あ
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ま
す
。
お
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げ
を
も
ち
ま
し
て
互
の
著
等
重
点
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に
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警
講
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-

F

て
、
的
確
な
前
言
整
備
し
て
削
一
年
金
足
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

市
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
一
大
過
な
く
越
年
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

こ
れ
ら
の
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昭
和
五
十
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日
高
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て
、
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要
が
あ
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の
で
す
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一

め
で
と
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ご
ざ
円
ま
す
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o
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と
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目
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が
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国
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刊
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し
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す
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か
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に
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宅
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亘

書
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対
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立
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ま

四

千

五

一

け

ら

れ

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

の

で

志

一

り

…

別

立

す

仏

白

河

壁

書

し

て

、

連

設

中

で

あ

り

ま

一

首

戸

で

二
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百

三

+

川

の

配

調

査

員

一

日

ず

に
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ま

し

ょ

う
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す
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が

農

家
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し
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警

己

取

り

の

方

法

一

週

豆

町

一

五

位

竹

こ

の

住

吉

、

一

種

住

宅

十

戸

、

一

一

一

で

世

帯

員

の

就

業

費

土

地
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喜

一

一

義
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路
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告
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日
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r
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時

間

日

即

時

間

立
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丸

山
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干

六
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十

七
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主
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ト

ル

ム
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て

い
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す
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で
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ス
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一

誠

一

戸

当
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積

、

一

種

住

宅

五

十

七

去

一

一

警

十

分

に

理

解

し

て

い

2
4一日

告

山

一

曲

諮

問

引

い

語

豆

一

協

力

を

閣

は

ド

一

山

一

百

出

羽

註

一

詰

r
h
J立
ち
び
っ
こ
広
場
一

…h
川

唱

し

…

一

山

口

弓

た

、

き

わ

め

て

近

代

的

な

も

の

一

言

宗

主

設

置

一

…
当
時

J
立
話
目
立
を
古
川
目
立
時
一

.
1川
.

‘

山

い

が

、

と

う

し

た

計

画

的

な

市

営

佳

憲

一

は

か

る

と

と

も

に

、

母

親

の

健

康

摺

進

一

目

洋

諸

渋

双

山

設

に

よ

り

、

こ

れ

を

順

次

解

消

し

て

い

一

と

地

域

連

帯

感

の

育

成

に

資

す

る

こ

と

一

手

い

一

一

・

一

一

江

川

口

叫

く

予

定

で

す

0

2

目
的
と
し
た
、
ち
び
っ
乙
広
場
が
三

~λ
九
位

h

r

一
“
山

2

な
お
入
居
者
の
募
集
は
一
一
一
月
に
行
う
一
カ
所
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

総
予
定
で
す
o

乙
の
ち
び
っ
こ
広
場
は
、
著
宮
の
神
一

大

が1'1

長

市

:子持J思の純男議:詰

山富込
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洲
市
区
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会
長
会
会
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十
車
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洲
市
議
会
議
長
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重

沢

忠

年

三と
ム比.

)-

国

民
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投票日
時~午後信時
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午前



地肱

Li、
c 

十

二

月

定

議

可

決

士
一
月
中
片
岡
市
議
会
は
、
士
一
月
士
可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
一
@
保
育
所
建
語
費

四

日

か

ら

、

八

日

間

の

会

期

で

老

人

福

十

お

り

で

す

。

一

八

千

三

百

五

十

八

万

九

千

円

祉
段
、
保
育
所
建
設
費
を
含
む
四
億
八
一
一
般
会
計
補
正
予
算
一
@
老
人
福
祉
資

千
五
百
十
五
万
二
千
円
の
一
般
会
計
補
一
補
正
予
算
総
額
は
、
四
憶
八
千
五
百
一
四
千
一
百
五
十
八
互
ハ
千
円

正
予
算
、
大
洲
市
民
交
通
傷
害
保
障
条
一
斗
五
万
二
エ
円
(
一
般
会
計
の
総
額
一
の
)
道
路
新
設
改
良
費

例
な
ど
三
十
コ
一
一
景
気
を
原
案
ど
お
り
可
一
は
、
=
一
+
八
億
円
ハ
千
八
百
七
十
四
万
九
一
一
千
九
百
七
十
五
万
二
一
十
円

決
レ
、
陳
情
、
請
願
な
ど
必
要
な
採
択
一
千
円
)

0

一O
橋
梁
新
設
改
良
質

を
し
て
閉
会
レ
ま
し
た
。
一
そ
の
う
ち
歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
一
一
十
三
百
五
十
万
円

最
高
五
十
万

iご

区
死

亡

遺

障

量三
回

後

大
洲
市
交
通
傷
害
保
障
条
例
の
一
部
一
れ
た
三
十
人
の
方
々
に
百
十
二
万
七
千

を
改
正
す
る
条
例
が
、
十
二
月
定
例
市
一
円
の
保
険
金
を
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
可
決
さ
れ
、
四
十
九
年
十
一
月
一
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
死
亡
お
よ
び
、
一
方
で
、
万
一
事
故
に
あ
わ
れ
保
険
金
の

医
療
保
険
金
額
が
次
表
の
よ
う
に
増
額
一
土
木
請
求
の
方
は
、
市
総
務
課
へ
お
申
し

さ

れ

ま

し

た

。

一

出

く

だ

さ

い

。

乙

の

交

通

傷

害

保

険

に

は

現

在

、

八

一

×

×

千
人
の
加
入
者
が
あ
り
、
事
故
に
あ
わ
一

227号

。

消

防

施

設

費

山

一

一

千

主

十

四

万

四

千

円

松

一

好

至

一

月

。

し

尿

処

理

費

一

七

百

八

十

八

万

六

千

円

一

調

。

農

地

基

盤

整

備

費

一

配

七

百

四

十

七

万

九

千

同

等

で

す

一

保

育

所

へ

の

入

一

車

止

を

解

消

す

る

た

一

も

の

で

す

。

線

一

時

l
i
l
i
l
i
-
-

一

め

、

肱

北

へ

保

育

所

を

新

設

し

て

児

童

一

施

設

の

内

容

は

、

保

育

実

乳

児

室

崎

一

川

教

育

委

員

会

委

員

に

一

福

祉

施

設

の

充

実

を

は

か

る

乙

と

に

な

一

遊

撃

「

医

務

室

、

調

理

室

等

の

機

能

随

一

五

一

り

ま

し

た

。

一

を

有

す

る

も

の

で

、

大

洲

農

業

高

等

学

医

「

{

池

田

光

雄

氏

一

と

の

保

育

所

は

、

定

員

九

十

名

選

一

校

長

援

す

る

通

園

に

便

利

な

乳

幼

児

i

「
斗
J
1
i

一
事
業
費
八
千
三
百
五
十
八
万
九
千
円
至
の
保
育
に
適
し
た
場
所
に
建
設
さ
れ
ま
一
山
{
一
げ
ム
一

教
育
委
員
に
池
田
党
政
氏
(
新
谷
)
一
か
り
、
約
一
壬
一
百
八
十
平
方
メ

l
ト

子

。

一

駄

}

一

嶋

一

位

一

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
き
、
士
一
月
定
一
ル
の
敷
地
へ
、
木
造
平
家
建
約
四
百
五
一
菜
、
関
所
の
時
期
は
昭
和
五
十
年
匡
一
軒
一
昨

例
市
議
会
に
お
い
て
同
党
を
得
、
十
二
一
4

平

方

メ

ー

ト

ル

の

施

設

を

建

設

す

る

↑

四

月

の

予

定

で

す

。

一

至

一

月
二
十
三
日
発
令
さ
れ
ま
レ
た
。
一

分

一
日
以
上
三
カ
月
未
満
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

5 0年 4月から業務を開始することになった「大測地区広域消防事務組合」は

現在の大州市消防署の位置に消防本部署庁舎建設を進め三月末完成する予定です

この庁舎は、総事業費 9，800万円をか段、鉄筋コンク!Jート造り 3階建

( 1階 J駐車場)、延べ面積1， 448回7平方メートルの庁舎に消防車庫(九台)

通信室、事務室、会議室、団室、ホ スほし場、訓練塔などを設けることになっ

ています。

支署は、内山地区と長浜町に設け、 4月からは、広域的な予防行政および急数

業務など消防事務の充実をめざすことになります。

農
村

四貝

十

矢
落
川
改
修
工
事
の
関
連
事
業
と
し

て
、
建
設
省
と
大
洲
市
に
よ
り
新
大
河

内
橋
(
新
谷
)
の
架
橋
工
事
が
、
主
十

年
三
月
来
完
成
め
ざ
レ
、
着
え
と
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
橋
は
、
現
在
の
大
河
内
橋
と
山

本
橋
を
一
本
化
し
て
、
ほ
ぽ
中
央
に
架

橋
さ
れ
、
完
成
レ
ま
す
と
、
延
長
九
二

・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
(

車
道
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
幅
員
一

メ
ー
ト
ル
)
の
橋
と
な
り
、
一
日
も
早

い
段
工
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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ロ
日

SF

日
目

♂
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実
施
す
る
ζ
と

に

な

っ

た

農

村

総

合

一

一

一

一

ン

ボ

ル

と

も

い

う

べ

き

展

望

豊

か

な

冨

整

備

モ

デ

ル

事

業

は

、

五

十

三

年

春

一

一

一

一

士

山

に

戦

没

者

お

よ

び

公

務

殉

職

者

の

完

成

を

め

ざ

レ

、

工

事

を

着

々

と

進

一

一

一

一

諸

事

者

合

せ

、

永

吉

平

和

を

習

う

ヰ

一

一

立

派

な

慰

笠

塔

が

完

成

い

た

し

ま

し

め

て

お

り

ま

す

。

ヰ

一

一

C
一
大
洲
市
慰
霊
塔
建
擾
に
あ
た
り
ま
し
一
た
。

}
k
d

と

の

事

業

は

、

農

村

地

域

の

健

全

品

一

一

h
F

一
て
は
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
多
額
の
一
こ
の
た
び
慰
霊
塔
建
設
協
讃
会
の
収

薬
害
農
業
の
近
代
化
を
害
、
一
一
一
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
亙
支
童
話
来
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

農
村
の
生
活
環
境
を
整
備
す
る
と
と
一
一
一
よ
り
あ
っ
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
-
お
り
と
報
告
い
た
し
ま
す
o

も
に
、
営
農
者
を
含
め
た
地
域
在
住
一
一
一
お
か
げ
を
も
ち
ま
レ
て
、
日
の
U
V
J

一

大

洲

市

慰

霊

塔

建

設

協

賛

会

者

の

福

祉

向

上

に

つ

と

め

、

と

れ

ら

さ

円

円
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0
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0

0

0

0
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間
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か
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体
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整
備
し
ょ
一
一
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的
お

ηω
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初

∞

∞
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臼

ω
ω
ω
ω
m
m
初

う

と

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す
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q
J
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u
q
u
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司

i

司

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
、
回
目
、
幸
一

6
3
8
5

割

問

2

M

m

山

市

木

、

他

森

を

結

ぶ

山

根

農

業

用

排

一

一

一

以

水

路

の

工

事

に

着

手

、

モ

デ

ル

地

区

一

一

一

暗

に

ふ

さ

わ

し

い

地

域

と

レ

て

早

期

完

結

一

恥

成
を
目
ざ
し
積
械
的
に
進
め
て
お
り
一
一
一
金
ノ
ノ
金
子

一

一

一

募

/

/

助

利

計

ま

す

。

戸

市

一

入

般

族

別

補

金
会

一

一

遺

特

市

預

;
i
f
tれい
P
1
1一一
一
収

着

慰
霊
塔
建
設
の

収
支
決
算

支出

本体工事費
露地及び造国費
工事管理委託料

御霊外備品費

印刷製本費
式典費

会議費

事務費

計

収

支

差

入

出

引 完成近い新大河内橋

諮
問
出
情
報
社
会
劇
学

-
情
報
斜
学
の
基
礎
(
水
(
合
十
一
尋
繍

2
情
報
技
術
の
革
新
(

h

v

3
生

命

と

情

報

(

ナ

5
情
報
社
会
科
学
へ
の
視
座

6
社
会
シ
ス
テ
ム
論
の
基
礎

7
社
会
的
技
術
の
展
開

8
情
報
化
社
会
論
(
小
(
金
十
尋
編

9
情
報
の
社
会
経
済
学
(
ヂ

叩
環
境
科
学
と
人
間

(

F

U
学
習
す
る
社
会
(
グ

同
情
報
文
化
の
新
次
元
(
グ

げ
情
報
文
明
の
展
望
(
ヂ

読
売
年
鑑
一
九
七
主
年
版

日
本
の
美
と
心
第
七
号

社
会
教
育
関
係
会
議
の
も
ち
方

虹
を
か
け
る
男
長
島
茂
雄

お
か
ら
の
華
第
一
巻
(
花
宣
箆
〉

刀
一
ブ
冷
え
の
街
(
渡
辺
淳
一
)

穂
高
に
死
す
(
安
川
茂
雄
〉

燃
え
る
執
道
第
一
巻
(
山
岡
荘
八

告

別

(

芹

沢

光

治

良

お
お
エ
ル
サ
レ
ム
〆
(
村
松
剛
訳
)

棺

ぐ

る

ま

(

田

中

澄

江

)

精
神
分
析
殺
人
事
件
(
森
村
誠
一
)
。

第
二
ユ
ー
モ
ア
小
説
集
(
遠
藤
周
作

真

砂

屋

お

峰

(

有

吉

佐

和

子

女

の

気

持

下

(

平

岩

弓

枚

)

そ
の
最
後
の
世
界
(
石
川
達
三
一
)

ほ
と
け
の
心
は
委
ご
こ
ろ
(
田
辺
)

す
べ
て
の
船
は
過
去
を
の
せ
る

石
と
ろ
の
う
た
(
三
浦
綾
子
)

乱

紋

上

下

(

永

井

路

子

)

艶

め

い

た

海

(

源

氏

鶏

太

)

微

笑

(

近

藤

啓

太

郎

)

狽
た
ち
の
孤
猶
な
夜
(
菊
村
到
)

転

婚

時

代

(

森

村

桂

)


